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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　スチレンと無水マレイン酸を構成成分とするコポリマー又は無水ポリイソブテニル琥珀
酸を構成成分とするポリマーを含む少なくとも１種の無水琥珀酸含有樹脂及びポリエーテ
ルモノアミンを含む少なくとも１種のアミンの反応生成物を含んでなる水溶性分散剤、並
びに
　少なくとも１種の非水溶性農薬：
を含んでなる農業用組成物。
【請求項２】
　少なくとも１種の無水琥珀酸含有樹脂がアクリル酸を含んでなる、請求項１の組成物。
【請求項３】
　少なくとも１種の無水琥珀酸含有樹脂が、メチルアクリレート、アクリロニトリル及び
それらの組み合わせ物よりなる群から選択されるモノマーの生成物を含んでなる、請求項
１の組成物。
【請求項４】
　農薬が殺虫剤、除草剤又は抗カビ・真菌剤である、請求項１の組成物。
【請求項５】
　分散剤が５,０００～２０,０００の分子量を有する、請求項１の組成物。
【請求項６】
　分散剤がアミド酸又はポリアミド酸反応生成物である、請求項１の組成物。
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【請求項７】
　スチレンと無水マレイン酸を構成成分とするコポリマー又は無水ポリイソブテニル琥珀
酸を構成成分とするポリマーを含む少なくとも１種の無水琥珀酸含有樹脂及びポリエーテ
ルモノアミンを含む少なくとも１種のアミンの反応生成物を含んでなる第１の成分を提供
し、
　少なくとも１種の農薬を含んでなる第２の成分を提供し、そして
　第１の成分及び第２の成分を接触させる工程：
を含んでなる工程により生成される農業用組成物。
【請求項８】
　第１の成分及び第２の成分を接触させる工程が第１の成分及び第２の成分を液体の連続
相中で接触させる工程を含んでなる、請求項７の組成物。
【請求項９】
　スチレンと無水マレイン酸を構成成分とするコポリマー又は無水ポリイソブテニル琥珀
酸を構成成分とするポリマーを含む少なくとも１種の無水琥珀酸含有樹脂及びポリエーテ
ルモノアミンを含む少なくとも１種のアミンの反応生成物を含んでなる水溶性分散剤並び
に少なくとも１種の非水溶性農薬を含んでなる濃厚組成物を、水で希釈して、組成物水溶
液を形成し、そして基体（ｓｕｂｓｔｒａｔｅ）に組成物水溶液を適用する工程：を含ん
でなる、基体を処理する方法。
【請求項１０】
　分散剤がアミド酸反応生成物であって、アミド酸反応生成物が中和されたカルボン酸基
を含んでなる、請求項９の方法。
【請求項１１】
　分散剤がポリアミド酸反応生成物であって、ポリアミド酸反応生成物が少なくとも１個
の中和されたカルボン酸基を含んでなる、請求項９の方法。
【請求項１２】
　分散剤がポリアミド酸反応生成物であって、ポリアミド酸反応生成物が中和されたカル
ボン酸基を含んでなる、請求項９の方法。
【発明の詳細な説明】
【関連出願の相互参照】
【０００１】
　本出願は引用によりそのまま本明細書に編入されている、２００６年３月１５日出願の
米国特許仮出願第６０／７８２，４３０号明細書に対する優先権を請求する。
【技術分野】
【０００２】
　本発明は、無水琥珀酸含有樹脂（例えば、無水ポリイソブテニル琥珀酸（ＰＩＢＳＡ）
及び／又はスチレン無水マレイン酸（ＳＭＡ））の、特定のアミンとの反応生成物を対象
とする。これらの生成物は農業用懸濁調合物に対して特有な、著しく有効な分散剤である
ことが見いだされた。
【背景技術】
【０００３】
　多数の異なる群の分散剤が知られている。液体中に分散する必要がある広範な物質のた
めに多数の異なる種類の分散剤が必要とされる。農業用化学薬品はその構造が広範に多様
であり、多数の場合、水中に高濃度で分散することが困難である。水又は他の液体中の固
形物の高い濃度、低い粘度の分散物を製造する困難が存在する。農業に有用な化学薬品の
懸濁調合物はしばしば、製造、分配及び使用の容易なために多数の製品に対して好ましい
調合物の種類である。現代の農業の実施は、望ましくない植物、昆虫、疾病の制御のため
、そして植物成長制御剤、微量養素（ｍｉｃｒｏｎｕｔｒｉｅｎｔ）及び多量養素（ｍａ
ｃｒｏｎｕｔｒｉｅｎｔ）の適用による作物の生産性の促進に対し、これらの調合物に依
存する。本発明はそれらの使用法のみならずまた、農業に有用な広範な化学薬品に新規分
散剤を適用することにより、懸濁調合物の利用性を拡大する。



(3) JP 5315231 B2 2013.10.16

10

20

30

40

50

【発明の開示】
【０００４】
発明の要約
　本発明は現代の分散剤の前記に考察された不利及び／又は欠点に対処する。新規発明分
散剤は、典型的には低価格で、製造が容易で、多数の適用により有効である。より大量の
固形物がより容易に分散され、より長い棚寿命をもち、それにより製造業者に経費節減を
もたらすことができるような、農業用化学薬品のためのより良い分散剤が必要である。
【０００５】
　１つの広い観点において、本発明は、少なくとも１種の無水琥珀酸含有樹脂及び少なく
とも１種のアミンの反応生成物を含んでなる水溶性分散剤並びに少なくとも１種の非水溶
性農薬：を含んでなる農業用組成物である。反応生成物は概括的に、５０００～１５００
０のような低分子量を有し、そして典型的にはポリエーテルモノアミンから形成される。
反応生成物は水溶性であり、農薬に対する分散剤として働く。農薬は広範に多様であり得
る。概括的に、農薬は、限定はせずに除草剤、殺虫剤（ｉｎｓｅｃｔｉｃｉｄｅ）、抗カ
ビ・真菌剤、等を包含する殺虫剤（ｐｅｓｔｉｃｉｄｅ）のような有効成分である。
【０００６】
　典型的には、組成物は約０．５％～約４％の分散剤を含んでなる。典型的な調合物は、
調合物の約１０％～約５０重量％の量の１種又は複数の有効成分及び、典型的には調合物
の０～約３重量％の量の１種又は複数の湿潤化剤、調合物の約０～約１０重量％の量の１
種又は複数の凍結防止剤、調合物の０～約１０重量％の量の１種又は複数の沈殿防止剤及
び調合物の０～約１重量％の量の１種又は複数の消泡剤のような他の調合物並びに残りの
水を含有するであろう。組成物は、場合により水を含有してもよい濃厚物の形態にあるこ
とができる。使用中、濃厚物は水に希釈して、例えば噴霧可能な組成物を形成することが
できる。この組成物は典型的には、有効成分、水及び分散剤を含有する。殺虫剤の性能を
改善するための補助剤を添加することができる。それらは殺虫剤調合物中に包含しても、
噴霧用に使用される希釈溶液に添加してもよい。補助剤は、例えば、界面活性剤、水の状
態調整剤、ドリフト減少剤、等：の多数の形態を採る。
【０００７】
　もう１つの広い観点において、本発明は少なくとも１種の無水琥珀酸含有樹脂及び少な
くとも１種のアミンの反応生成物を含んでなる水溶性分散剤を、少なくとも１種の非水溶
性農薬と混合して、組成物を形成する工程：を含んでなる、分散された農薬組成物を製造
する方法である。必要な場合には、農薬の粒度は組成物のスラーリを粉砕することにより
、低下させることができる。農薬の粒子は好ましくは、約１～５ミクロンの平均粒度を有
する。
【０００８】
　もう１つの広い観点において、本発明は、少なくとも１種の無水琥珀酸含有樹脂及び少
なくとも１種のアミンの反応生成物を含んでなる水溶性分散剤並びに少なくとも１種の非
水溶性農薬を含んでなる濃厚組成物を水で希釈して、組成物水溶液（ａｑｕｅｏｕｓ　ｃ
ｏｍｐｏｓｉｔｉｏｎ）を形成する工程、並びに基体に組成物水溶液を適用する工程：を
含んでなる基体を処理する方法である。組成物は噴霧、注入、塗布、等により適用するこ
とができる。基体は土壌、植物、カビ・真菌、昆虫、等であることができる。基体はまた
、昆虫制御の場合には、構造物（例えば、建築物）を包含することができると考えられる
。
【０００９】
　もう１つの広い観点において、本発明は、少なくとも１種の無水琥珀酸含有樹脂及び少
なくとも１種のアミンの反応生成物を含んでなる第１の成分を提供する工程、少なくとも
１種農薬を含んでなる第２の成分を提供する工程、並びに第１の成分及び第２の成分を接
触させる工程により生成される組成物である。
【００１０】
詳細な説明
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　ＪＥＦＦＡＭＩＮＥ（Ｒ）アミンのようなアミンと反応された、樹脂を含有する無水琥
珀酸から誘導される分散剤により、高い固形物、低い粘度をもつ、農薬の安定な分散物を
製造することができる。ＪＥＦＦＡＭＩＮＥはＨｕｎｔｓｍａｎ　Ｃｏｒｐｏｒａｔｉｏ
ｎの登録商標である。
【００１１】
　概括的に、本発明の実施に使用されるアミンは水溶性又は水分散性であり、分散剤の親
水性部分を形成する。このような親水性部分をもたないと、生成される化合物は水溶性分
散剤を形成することができないであろう。
【００１２】
　本発明の実施に使用することができるポリエーテルアミンはＨｕｎｔｓｍａｎ　Ｃｏｒ
ｐｏｒａｔｉｏｎから入手できる、ＸＴＪ－５０６、ＸＴＪ－５０７、Ｍ－２０７０、等
を限定せずに包含するＪＥＦＦＡＭＩＮＥ（Ｒ）アミンを包含する。１つの態様において
、ＪＥＦＦＡＭＩＮＥ（Ｒ）アミンはポリエーテルモノアミンである。ポリエーテルモノ
アミンは当該技術分野で周知である。ポリエーテルモノアミンのポリエーテル部分は典型
的には、酸化エチレン（ＥＯ）、酸化プロピレン（ＰＯ）、酸化ブチレン及びそれらの組
み合わせ物から誘導されるような酸化アルキレン部分を含有する。ポリエーテルポリアミ
ンはしばしば、ＥＯ及びＰＯの組み合わせ物を含有する。ポリエーテルモノアミンは１０
０％のある酸化アルキレンを含有するか又は、２種以上の異なる酸化アルキレンを含有し
てもよい。概括的に、本発明の実施に使用されるポリエーテルモノアミンは約５００～約
２５００の範囲内の分子量を有する。ポリエーテルモノアミンは本発明の実施に好ましい
。ポリエーテルモノアミンは典型的には式：
【００１３】
【化１】

【００１４】
［式中、Ｒ１及びＲ２はそれぞれ独立して水素であり、そしてＸは水素；直鎖、分枝又は
環式であろうと、約１～約２２個の間のすべての整数を包含する炭素原子を有するアルキ
ル基；ヒドロキシル基、ヒドロキシ末端基、及びあらゆる他の非アミン末端基：よりなる
群から選択される。Ｒ３及びＲ４は各存在において、直鎖又は分枝アルキル又は架橋基又
はアルキレン基であり、そしてａは０～４００間のいずれかの整数である］
を有する。
【００１５】
　本発明の幾つかの態様において、分散剤を製造するために使用されるアミンは複数のア
ミン基を有する。他の態様において、生成される生成物が分散剤としてまだ機能する役目
を果たす場合は、ある生成物はジメチルアミンプロピルアミン、ブチルアミン、モルホリ
ン、アンモニア等のような幾つかの低分子量のアミンを含有することができる。この開示
のお陰で、当業者は、本発明の態様に使用するための他の適当なアミンを認めるであろう
。
【００１６】
　本発明の実施に使用することができる無水琥珀酸含有樹脂は、芳香族部分、脂肪族部分
及びそれらの組み合わせ物を含有する樹脂を包含する。少なくとも１種の無水琥珀酸含有
樹脂が分散剤の主鎖を提供する。例えば、最終樹脂中に芳香族基及び無水琥珀酸基を有す
る、スチレン無水マレイン酸（ＳＭＡ）樹脂［ポリ（スチレン－コ－無水マレイン酸と呼
ぶこともできる］を使用することができる。概括的に、ＳＭＡ樹脂は、約５０モルパーセ
ントまでの無水マレイン酸、典型的には約２０モル～約５０モルパーセントの範囲内の無
水物でできている。樹脂中の無水物部分の原料は、重合を受ける可能性がある二重結合を
も含有する無水物含有化合物、例えば無水マレイン酸、無水イタコン酸、無水シトラコン
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酸（メチルマレイン酸）、無水エチルマレイン酸、無水１，２－シクロへキセン－１，２
－二カルボン酸及び無水１，２－シクロヘキセン－４，５－二カルボン酸を包含し、その
うちで無水マレイン酸が好ましい。スチレン含有コポリマーは容易に入手でき、幾つかの
農薬と一緒の使用に好ましいが、それらは必ずしも普遍的に最良ではない。他のコポリマ
ーは本明細書に含有される実施例により具体的に示されるように、場合により好ましい。
他のモノマーは１８個までの炭素原子、１つの態様においては、メチルスチレン及びブチ
ルスチレンのような、６個までの炭素原子を有する低級アルキル基で置換されたスチレン
のような樹脂を製造するために使用することができる。スチレンの代りに又はスチレンに
加えて存在することができる、他の可能な不飽和の、共重合可能なモノマーは、エチレン
のようなオレフィン、１，３－ブタジエン及びイソプレンのような共役ジエン、アルキル
アクリレート及びメタクリレート、特にメチル、エチル及び好ましくはブチル及びエチル
ヘキシルエステルのような低級アルキル、ビニルアセテート、アクリロニトリル、メタク
リロニトリル、アクリルアミド、メタクリルアミド及び、アルキルビニルエーテルのよう
な不飽和エーテル、例えばメチル及びエチルエーテル、を包含する。従って、特定の態様
において、無水琥珀酸含有樹脂は、メチルアクリレート、アクリロニトリル、それらの誘
導体及びそれらの組み合わせ物のような、少なくとも１種のアクリル酸を包含することが
できる。更にビニルスルホキシド及びビニルスルホンも挙げられる。これらの混合物は、
特定の溶解度特性を有し、ポリアミン又はポリオールと反応されると、形成される分散剤
に特定の特性を付与するコポリマーをデザインするために共重合に使用することができる
。同様に、限定せずに無水ポリイソブテニル琥珀酸（ＰＩＢＳＡ）樹脂のようなオレフィ
ン－基剤の樹脂のような脂肪族樹脂も使用することができる。オレフィンの組み合わせ物
を包含する、イソブテニル以外のオレフィンを、このような樹脂を製造するために使用す
ることができる。例えば、エチレン、プロピレン、ブチレン、ペンテン、ヘキサン、ヘプ
タン、等のようなオレフィンを使用することができる。概括的に、分散剤が比較的水溶性
のままであるために、適当な樹脂は、最終分散剤の全体的分子量を比較的低く（例えば、
５０００～１５，０００）維持するような低分子量のものである。本開示のお陰で、当業
者は、本発明の無水琥珀酸含有樹脂に使用することができる他のモノマーを認めるであろ
う。
【００１７】
　分散剤を調製するための本発明の実施に使用される溶媒は、樹脂及びアミンに対して非
反応性である。概括的に、溶媒は非プロトンである。例えば、溶媒はベンゼン並びにトル
エン及びキシレンのようなアルキルベンゼンのような芳香族溶媒、メチルｔ－ブチルエー
テルのようなエーテル、メチルイソブチルケトンのようなケトン、エチルアセテート、プ
ロピルアセテートのようなエステル、エチレンカルボネート、プロピレンカルボネート及
びブチレンカルボネートのようなカルボネート、ジクロロメタンのようなハロゲン化脂肪
族炭化水素、ブチロラクトンのようなラクトン並びにブチロニトリルのような脂肪族ナイ
トライトであることができる。溶媒の混合物を使用することができる。溶媒又は溶媒混合
物の特性を変化させるために共溶媒を使用することもできる。溶媒は、樹脂及び、場合に
より本発明の水溶性分散剤を溶解するのに十分な量を使用される。使用される溶媒の量は
広範にわたる可能性があり、当業者には明白なように、反応生成物を製造するために適し
たあらゆる適量であろう。
【００１８】
　アミンとの無水物の所望の反応生成物はアミド酸（又は「半アミド（ｈａｌｆ　ａｍｉ
ｄｅ）」）と呼ぶことができる。反応生成物は１個を超えるアミド酸基を有するポリマー
を形成することができるので、反応生成物はポリアミド酸であることができる。半アミド
に加えて、アミド酸はまた、カルボン酸官能基をも有する。この反応生成物は無水物結合
の高い反応性の結果として、比較的緩和な反応温度で達成することができる。アミンが存
在する時は、無水物をアミド酸に転化させるためには、１００℃（Ｃ）未満の温度、好ま
しくは６０Ｃ未満の温度で十分である。より高温においては、縮合及び水の除去によりイ
ミドを形成することができる。イミドの形成は生成される生成物の性能に有害ではないが
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、イミドを形成することは本発明の目的ではない。
【００１９】
　本発明の１つの態様において、アミド酸又はポリアミド酸反応生成物の一部である１個
又は複数のカルボン酸基は、一部又は全体を中和される。これらのカルボン酸基は、ナト
リウム、カリウム、カルシウム、アンモニア、他のアルキルアミン又は当業者に知られた
その他の中和化学薬品により中和することができる。カルボン酸基を単独で残すかあるい
はカルボン酸基を一部又は全体を中和することにより、当業者は特定の適用のために農業
用組成物を微調整することができる。
【００２０】
　分散剤は、プロピレンカルボネートのような非反応性溶媒中に無水琥珀酸含有樹脂（例
えば、Ｅｘｔｏｎ，ＰＡのＳａｒｔｏｍｅｒ　Ｃｏｍｐａｎｙから市販されているＳＭＡ
ＴＭ樹脂、ＳＭＡはＳａｒｔｏｍｅｒ　Ｃｏｍｐａｎｙにより使用される商標である）を
溶解し、そして所望のＪＥＦＦＡＭＩＮＥ（Ｒ）アミンと反応させてアミド酸（ａｍｉｃ
　ａｃｉｄ）を製造することにより、製造することができる。樹脂及び溶媒はアミンの添
加前に約６０Ｃに加熱して、それにより、更に急速な反応を容易にすることができる。添
加順序は重要であるとは考えられず、無水物樹脂をそのままアミンに添加することができ
る。典型的には、樹脂中の無水物の量に対する化学量論的量のアミンが添加される。しか
し、化学量論的量より多い又は少ないアミンもまた優秀な分散剤を形成することができる
と考えられる。反応生成物は、所望される場合は、当業者に周知の方法を使用して単離及
び精製することができる。これらの物質の反応生成物は、そこで樹脂が櫛の主鎖を形成し
、ＪＥＦＦＡＭＩＮＥ（Ｒ）アミンが櫛の「歯」を形成し、すなわち、アミンのポリエー
テル部分が反応生成物の親水性部分を形成する望ましい「櫛」構造を有する。この櫛構造
は、懸濁粒子を有効に安定化するその能力のために、望ましい。次にこれらの分散剤を、
農薬懸濁濃厚物中の調合物（ｆｏｒｍｕｌａｎｔｓ）として使用される。本発明の分散剤
は、広範な殺虫剤のための、沈殿として知られる方法において、懸濁粒子の沈殿する傾向
を減少させる補助をしながら、濃厚懸濁物の粘度を有効に減少させることが見いだされた
。
【００２１】
　反応生成物の分子量（Ｍｗ）は５０００～２０，０００の範囲内にあることができる。
分子量は、例えばポリエチレングリコール基準を使用するゲル透過クロマトグラフィーを
使用して測定することができる。新分散剤はごく軽度に着色され、それらが使用される調
合物には目立つ色彩を与えない。それに対し、他の市販の分散剤、例えばリグニンスルホ
ネートは非常に濃く、従って、使用される時に褐色調合物をもたらす。
【００２２】
　更に、新物質はＣｈｉｃａｇｏ，ＩＬのＡｋｚｏ　Ｎｏｂｅｌ　Ｓｐｅｃｉａｌｔｉｅ
ｓ　Ｉｎｃ．から市販のＭＯＲＷＥＴ（Ｒ）Ｄ－４２５液体分散物のようなアルキルナフ
タレン・スルホネート・ホルムアルデヒド濃厚物のような既存の分散剤よりも低い率（ｒ
ａｔｅ）で使用することができる。ＭＯＲＷＥＴはＡｋｚｏ　Ｎｏｂｅｌ　Ｓｐｅｃｉａ
ｌｔｉｅｓ　Ｉｎｃ．の登録商標である。
【００２３】
　無水琥珀酸樹脂は容易に購入できる（例えば、Ｅｘｔｏｎ，ＰＡのＳａｒｔｏｍｅｒ　
ＣｏｍｐａｎｙからのＳＭＡ（Ｒ）樹脂及びＨｏｕｓｔｏｎ，ＴＸのＣｈｅｖｒｏｎ　Ｏ
ｒｏｎｉｔｅ　ＬＬＣからのＯＬＯＡ（Ｒ）　１５５００無灰分散剤中間体）ので、新分
散剤はＴＥＲＳＰＥＲＳＥ（Ｒ）　２５００分散剤及びＴＥＲＳＰＥＲＳＥ（Ｒ）　２７
００分散剤のような他のコームポリマータイプの分散剤より製造が容易であるかも知れな
い。ＴＥＲＳＰＥＲＳＥはＨｕｎｔｓｍａｎ　Ｐｅｔｒｏｃｈｅｍｉｃａｌ　Ｃｏｒｐｏ
ｒａｔｉｏｎの登録商標である。ＯＬＯＡはＯｒｏｎｉｔｅ　Ｃｈｅｍｉｃａｌ　Ｃｏｍ
ｐａｎｙの登録商標である。
【００２４】
　本発明の態様は少なくとも１種の無水琥珀酸含有樹脂及び少なくとも１種のアミンの反



(7) JP 5315231 B2 2013.10.16

10

20

30

40

50

応生成物を含んでなる農業用組成物を開示する。少なくとも１種の無水琥珀酸含有樹脂及
び少なくとも１種のアミンが櫛様分散剤を形成する。
【００２５】
　本発明はアミンの選択及び無水琥珀酸含有樹脂の選択からもたらされる、種々の特性を
もつ広範な分散剤を提供する。懸濁濃厚調合物調製の当業者は、分散される物質に対して
最適な分散剤を調製するための最良の反応物質のセットを容易に選択することができるで
あろう。
【００２６】
　本発明の態様は有効な農薬を包含する。概括的に、農薬は室温で１／２％未満の水溶性
のような低い水溶性を有し、更に一般に少なくとも６０Ｃ、より典型的には少なくとも７
０Ｃ、そして好ましくは少なくとも８０Ｃの融点を有する。この物質は除草剤、殺虫剤、
抗カビ・真菌剤、害虫関連物質、植物成長調整剤、微量養素、多量養素、あるいは農業で
使用される他の有効な又は無効な成分であることができる。以下の実施例で使用される物
質は代表的なもので、必ずしも本発明の範囲として限定することは意図されない。１つの
態様において、農薬は水性流体中に懸濁される。もう１つの態様においては、農薬は非水
性流体に懸濁される。当業者は、本開示に従って、本発明の態様に使用される適当な農薬
を認めるであろう。
【００２７】
　他の態様において、第１の成分及び第２の成分の接触は液体連続相中で起る。当業者は
、第１及び第２成分の接触の他の適当な方法を認めるであろう。
【００２８】
　本明細書に開示された分散剤はそれらの使用を農薬に特定するが、他の適用は塗料、染
料又はインク調合物の顔料分散剤及びセメント又は壁張り用剤のコンクリート流動化剤と
しての使用を包含することができる。
【００２９】
　以下の実施例は本発明を具体的に示し、本発明の範囲又はそれに対する請求項に関して
限定することは意図されない。別記されない限り、すべての量は重量部である。
【００３０】
［実施例１］
第１部
　ブチロラクトン（２０．９部）及びＳＭＡ－１０００（１０．４部）の溶液を乾燥雰囲
気下、４５Ｃで１２時間、物質を混合することにより調製した。この溶液に、ＪＥＦＦＡ
ＭＩＮＥ（Ｒ）５０７アミン（８９．５部）を１５分間、連続して撹拌しながら添加して
、アミンとＳＭＡの反応生成物を形成し、それは分散剤と呼ぶことができる。抗カビ・真
菌剤のマンコゼブ（亜鉛塩とのマンガン・エチレンビス（ジチオカルバメート）（ポリマ
ー性）錯体）を含有する調合物をＴＥＲＷＥＴ（Ｒ）１００４アルファオレフィンスルホ
ネート界面活性剤（１部）（ＴＥＲＷＥＴはＨｕｎｔｓｍａｎ　Ｐｅｔｒｏｃｈｅｍｉｃ
ａｌ　Ｃｏｒｐｏｒａｔｉｏｎの登録商標である）、分散剤（３部）、エチレングリコー
ル（４部）、水（３６部）及びマンコゼブ（５６部）から製造した。これを手動で混合し
、薄い、注入可能な懸濁物をもたらした。
【００３１】
第２部
　第１部に対して、前記と同様なブレンドを、Ｄｉｓｐｅｒｓａｎｔ　８３２１－１００
Ｃの代りに分散剤ＭＯＲＷＥＲ（Ｒ）Ｄ－４２５を使用して、同様な方法により製造した
。生成物は注入不可能なペーストであった。
【００３２】
第３部
　Ｄｉｓｐｅｒｓａｎｔ　８３２１－１００Ｃの有用性を更に示すために、以下：水（４
０部）、ＴＥＲＷＥＴ（Ｒ）１００４界面活性剤（１部）、エチレングリコール（５部）
及びマンコゼブ（５４部）のような、分散剤を含有しないブレンドを調製した。Ｄｉｓｐ
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ｅｒｓａｎｔ　８３２１－１００Ｃの欠乏のために、生成物は流動しないであろうペース
トであり、混合が非常に困難であった。
【００３３】
［実施例２］
　コームポリマーの分散剤を、５７部のＰＩＢＳＡ（ＯＬＯＡ（Ｒ）１５５００無灰分散
剤中間体の名でＣｈｅｖｒｏｎ　Ｏｒｏｎｉｔｅから市販）を４３部のＪＥＦＦＡＭＩＮ
Ｅ（Ｒ）ＸＴＪ－５０６アミンと反応させることにより、ＰＩＢＳＡ及びＪＥＦＦＡＭＩ
ＮＥ（Ｒ）ＸＴＪ－５０６アミンから調製した。反応は、２成分を合わせ、混合物を６０
℃に加熱しながら、激しく混合することにより実施した。次に反応生成物を１００部のプ
ロピレングリコールで希釈すると、重量に基づいて５０％の有効な分散剤を含有するブレ
ンドを与えた。
【００３４】
　分散剤試験：水（４０部）、エチレングリコール（５部）、ＳＵＲＦＯＮＩＣ（Ｒ）　
Ｌ２４－７湿潤化剤（Ｈｕｎｔｓｍａｎ　Ｃｏｒｐｏｒａｔｉｏｎから入手できる、ＳＵ
ＲＦＯＮＩＣはＨｕｎｔｓｍａｎ　Ｐｅｔｒｏｃｈｅｍｉｃａｌ　Ｃｏｒｐｏｒａｔｉｏ
ｎの登録商標である）（２部）及び前記のＰＩＢＳＡ／ＪＥＦＦＡＭＩＮＥ分散剤（３部
）の混合物に、カプタン（ｃａｐｔａｎ）工業用抗カビ・真菌剤（５０部）を添加した。
このブレンドを高－剪断ミキサーでホモジナイズすると、薄い、注入可能な懸濁物を生成
した。
【００３５】
　それに対し、別の実験で、ＰＩＢＳＡ／ＪＥＦＦＡＭＩＮＥ分散剤を分散剤ＭＯＲＷＥ
Ｔ　Ｄ－４２５分散剤（Ａｋｚｏ－Ｎｏｂｅｌから入手できる）で置き換えると、高い粘
度の懸濁物を得た。
【００３６】
［実施例４］
　本実施例において、本発明の分散剤を使用して、多数の農業用組成物を調製した。必要
とされる多数の特定のサンプルの調製を促進するために、各有効物質の作業ストック懸濁
物を調製し、３～４ミクロンの平均粒度が達成するまで粉砕した。このストック懸濁物は
工業的有効物質（４８部）、湿潤化剤（１部）及び水（４９．７５部）からなった。後に
添加するために１．２５重量部の分散剤のための「余裕（ｒｏｏｍ）」を残した。各スト
ック懸濁物を８部分の１２５グラムに分割した。研究中、各分散剤を有効物質の重量に基
づいて１．５６グラムの分散剤を使用するように懸濁物の準サンプルの１つに添加した。
分散剤を高剪断（ローター－ステーター）ミキサーの使用により取り入れた。１つのサン
プルは対照としての使用のために分散剤で処置しなかった。ガム又は粘土のような更なる
懸濁安定剤は研究されている系に添加しなかった。各最終懸濁物の粘度を、Ｂｒｏｏｋｆ
ｉｅｌｄ　ＤＶＩＩ＋粘土計及び適当なスピンドロウ（ＬＶ－１、ＬＶ－２又はＬＶ－３
）を使用して測定した。分散剤の効果を測定するために、分散剤を含む対応するサンプル
に、分散剤を含まないサンプルの粘度を比較した。データは、本発明の分散剤が生成され
た農業用組成物に粘度減少を提供することを示す。
【００３７】
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【表１】

【００３８】
【表２】

【００３９】
【表３】

【００４０】



(10) JP 5315231 B2 2013.10.16

10

20

30

【表４】

【００４１】

【表５】

【００４２】
　本説明を考慮すると，本発明の更なる修飾物及び代りの態様は当業者に明白であろう。
従って、本説明は説明的であるのみと考えるべきであり、本発明を実施するための方法を
当業者に教示する目的のためのものである。本明細書に示され、説明された本発明の形態
は例示的態様として採られるべきことは理解することができる。本明細書に示され、説明
されたものに対し、同様な要素又は物質を置き換えることができ、本発明の特定の特徴物
は、本発明の本説明の利点を有した後には、すべて当業者に明白であろうように、他の特
徴物の使用と切り離して使用することができる。
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